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「守武千句」考証(そ の四)一 第二猫何百韻一 沢 井 耐
トーマス ・ハーデ ィ覚書(一)山 口 啓
一 「遙か群集を離れて」について一
ペイターのギリシヤ神話研究について 久 野 佐都美277
エ ドワード・ガーネット(二)清 水 一 嘉299
1・A・リチャーズの文芸批評理論についての覚書 榎 本 和 義335
カフカの形象世界(その一)竹 中 克 英343
関ロ ドイツ語文法の限界と可能性一 その素描一 土 屋 洋 二391
アポリネールとライン地方 尾 崎 昭 美421
イワンIV世雷帝がA.クールプスキーに与えた1564年の書簡
電算機によるその分析と綜合 佐々木秀夫 ・岡本哲也510
過程と体系 高 橋 秀 雄536










































北 嶋 繁 雄37
(1)
「守武千句」考証(そ の五)沢 井 耐 三67






































「守武千句」考証(そ の六)一 第五 竹何百韻一
朝鮮語の表記について一 その歴史的変遷一
奥 村 敏1
北 嶋 繁 雄25
フ ラ ンシ ス コ ・サ ヴ ィエ ル伝 説
沙く 井 耐 三55
陶 山 信 男ll3
河 野 眞155
一 ドイツ民衆バロックにかんする思考モデルの試み一
カミュ 『異邦人』 における 「無関心」 鈴 木 忠
『イオーヌィチ』 にみるチェーホフの手法 中 田
イワンIV世雷帝がA.クールブスキーに与えた1564年の書簡

































知 念 広 真292













ゲ ー テ の バ ラ ー デ 『不 実 な若 もの 』を め ぐる 諸 問 題(中)
一 ドイ ツ ・バ ラ ー デ 史へ の方 法 論 の た め に一
イ ワ ンIV世雷 帝 がA.ク ー ル ブ ス キ ー に 与 え た1564年の 書 簡
電 算機 に よ る そ の分 析 と綜 合(そ の4)




































































尾 崎 昭 美195
浜 本 正 文231
一 バルト・ピカール論争の考察一
虚構の祭典 植 屋 春 見259





























































































西 洋 文 学 に あ ら わ れ た神 の イ メ ー ジ
カ ン タベ リへ の 巡 礼 た ち(そ の六)
TheClerk'sTale(1}‐
ゲーテ詩の遠近法(1)
民 俗 文 化 との 関係 に お い てみ た ゲ ー テ詩 の成 立 事 情 一
イ ワ ンIV世雷 帝 がA.ク ー ル ブ ス キ ー に与 え た1564年の 書 簡
電 算 機 に よ る そ の分 析 と綜 合(そ の7)
Deutschunterricht,StudentenandLehrbucher




































キ ー ッ と 「リア王 」(そ の一)
河 野 眞169









































西 村 嘉 彦366
367
第65輯S.55.11




藤 田 佳 久43








沢 井 耐 三119
































鴎外,そ の視座の一面 田 崎 哲 郎1
一 「渋江抽斎」その百二,百 三を手がかりに一





































一 トラー ク ルの 詩 「滅 び」 に つ い て一
イ ワ ンIV世雷 帝 がA.ク ー ル ブ スキ ー に 与 え た1564年の書 簡
電 算 機 に よ る分 析 と綜 合(そ の9)佐 々木 秀 夫202
AStudyofInterruptionsofBroadcastPhone-inProgrammes・・…MichikoNakano260
「処 女 と ジ プ シ ー』 論 考一 逃 亡 の 賞 讃一 山 田 晶 子278



















沢 井 耐 三13
井野口 孝45
一 「韻会」の利用をめ ぐって一
「訓 民 正 音 」 研 究(其 二)




亀裂の生 じた円環一 カフカの文学的背景 ・素描一
陶 山 信 男71
内 田 武 彦101
嬰児殺害とその周辺
一 近 代 以 前 の ドイ ッ刑 法 と文 学 一
イ ワ ンIV世雷 帝 がA.ク ー ル ブ ス キ ー に与 え た1564年の書 簡
一 電 算 機 に よ る分 析 と綜 合 一(そ の10)
AComparisonoftheUseofModalPredicates
byScottishChildrenandAdultForeignLearners
初 期 話 劇 の 女 形 中 国話 劇 史研 究 札 記(1)
中国 語 動 詞 にみ ら れ る い くつ か の カ テ ゴ リー






























































沢 井 耐 三27
一 パ ッションと非パッションー
イワンN世雷帝がA.クールブスキーに与えた1564年の書簡
一 電算機による分析 と綜合一(そ の11)
陶 山 信 男59





























































田 崎 哲 郎119
一 三河国額田郡本宿村宇都野氏の場合一
マルブランシュの創造論(二)





































































































ホ ガ ー ス ・プ レス(⊃









































藤 田 佳 久328





















































































一 文 化 史 か らみ た1797年の ゲ ー テ の 詩 想一
巡 礼 と ロ シ ア ロ 承 文 芸 中 田 甫216
AStudyofLexicalAcquisition(II)・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・…MichikoNakano246
フ ォ ー ク ナ ーの イ メヂ ャ リー一 兵 士 の給 与 一 一く1)山 口 隆 一290
































































































フ ォー ク ナ ーの イ メヂ ャ リー
一 兵 士 の給 与 一一 く3)
カ ン タベ リへ の巡 礼 た ち(そ の 八)
英 国 の巡 礼 地 と聖 者 た ち(1)
AStudyofLexicalAcquisition(N)
山 口 隆 一198

































































































































































































フ ォー クナ ー著 『響 き と怒 り』 論

































伊 藤 忠 夫149
會 津 伸202
(10)






















翁 大 立 ・傅 希 摯 ・好 応 龍

























フォークナーのイメヂャリー サー トリス 一ー 一{1)
外来語を考える 新聞の語彙調査を通して一























「ギ ム ナ ジ ウ ム論 理 学 」にお け る論 理 学 の 基 礎 づ け の 問題 海 老 澤
ヘ ーゲ ル論 理 学 研 究VQ
パ ス トン家 文 書 にお け る時 間 算 定 法 伊 藤
仮 象 の 万 華 鏡 カ フ カ にお け る言 語 の危 機 竹 中
Forstyrretafaltuvedkommende(1)安 藤
Kierkegaard,KjerlighedensGjerningerのドイツ 語訳 をめ ぐっ て
巡礼地研究の諸問題小考(2)
言 語 音 の行 動 につ い て 同
文 章 内 に お け る音 声 の組 成:そ の基 本 的 原 理 に 関 す る試 行
フ ォー ク ナ ー の イ メ ヂ ャ リー サ ー トリス 一ー(2)山 口
















































「レガ ー リア 」 ・
英 文 直 訳 体 に つ い て
















LordMonboddoの「比 較 言 語 学 」(1)
日本的死生観の構造化の試み(一)













尾 崎 昭 美366
田 川 光 照390
『ジ ュ スチ ー ヌ』 と 『ア ンチ=ジ ュス チ ー ヌ』(そ の1)







山 口 隆 一404
西 村 嘉 彦428
トマ ス ・オ トウ ェ イ作183
千 葉 孝 夫 訳
・ク レ ッツ ェ ンバ ッハ ー245
河 野 眞 訳








法 然 の 専 修 念仏 と そ れ に対 す る批 判 をめ ぐ って
文 体 と文 体 史 「た とえ」 の視 点 一 山 内 啓 介57
LordMonboddoの「比 較言 語 学 」(2)伊 藤 忠 夫85
Forstyrretofaltuvedkommende(II)安 藤 良 太162
Kierkegaard,Kjerlighedens(:jerningerのドイ ツ語 訳 をめ ぐ って一 一{2)
晩年のゲーテのバラー ド
サ ドとレチフの対立
『ジ ュ ス チ ー ヌ』 と 『ア ンチ=ジ ュ スチ ー ヌ』
會 津 伸188






ハムレットの社会的な 「顔」 ペルソナ その(一)佐
?
?
?
?
?
??
?
?
雄246
子264
彦290
?
?
(13)
